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１ 開会 
 
２ あいさつ 
 
 
 
３ 報告事項 
 ①上里町教育大綱に関する実施状況の報告 
（各担当課が上里町教育大綱に関する事業の実施状況について説明） 
 

  
 
 
 
  スクールサポートスタッフというのは、臨床心理士の方か。 
   
  スクールソーシャルワーカーが臨床心理士でスクールサポートスタッ

フは放課後の消毒作業などを手伝っていただいている方。今年度２名追加

し、７名となり全学校に配置がされている。現場は非常に助かっている。 
 
  スクールサポートスタッフの方を更に充実させる余地はないか。スクー

ルサポートスタッフの方々の活躍は非常に助かっているという話をよく

聞く。短時間でも手伝ってもらえるとありがたいという現場の声も聞くの

で、そういった仕組みが取れれば教師の長時間労働の削減など学校運営に

とってよい方策となると思う。 
 
  上里町は、児童支援員、学習支援員などが授業に入って担任教師のサポ

ートを行っており、教師にとっても子供たちにとっても恵まれた環境であ

ると感じている。 

  GIGAスクール構想により今後は ICTを活用した授業を行っていくこと

となるため、ICT 支援員の配置も必要となってくると考えている。 
 
  今年度からは、支援員の方々は会計年度任用職員として雇用をしてい

る。教育委員会の会計年度職員が多いという指摘もあるが、学校教育の充
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実のためにご理解いただきたいと考えている。 
 
  例えば、いじめの構造も昔とは違い多様化している。専門家を配置しな

いと対応が困難になっている。上里町は、臨床心理士の方を配置しており、

児童生徒、保護者にとっても恵まれた環境にあると思う。 
  支援員が充実していることを上里町の強みとして、選ばれる町、住み続

けたい町づくりに繋げていってもらいたい。是非予算配慮いただきたい。 
 
 先日、いじめや引きこもり問題を支援するボランティア団体の方と話を

する機会があった。活動を見に来てほしいとのことだったので、来月見学

に行こうと思っている。そういった方の話も伺い、教育現場に生かしてい

くことも考えたい。 
 
②学校 ICT 環境整備の整備状況について 
（各担当課が学校 ICT 環境の整備状況について説明） 
 
導入する端末が全台 ChromeOS となっているが、万が一 ChromeOS が

社会から無くなってしまった際の対応は考えているのか伺いたい。また、

現在各校に配備済のタブレットの今後活用の見通しを伺いたい。 
 
 まず、OS の質問については、全国のアンケート調査の結果が出ており、

全国的には ChromeOS を導入するという回答が半数以上を占めており、

残りを WindowsOS と iPadOS が半々となっている。 
 現在各校に配備されているタブレットについては、GIGA スクール構想

に対応するよう設定を変更し使用することも検討したが、購入費用の方が

安価であったため、全て入替をすることとした。 
 

OS の選定にあたっては、上里町、美里町、神川町で標準化を図るという

観点からも ChromeOS とした。 
 
 コンピュータ室も今後どうするかについても、情報教育推進委員会にお

いて現在協議を行っている。 
 

全台タブレットということだが、コンピュータ室がなくなるとキーボー

ドに触れる機会がなくなってしまうということか。 
今回整備する端末は、キーボード付きとなっているためコンピュータ室
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がなくなったとしてもキーボードに触れる機会がなくなるということで

はない。 
 

 社会のデジタル化が進んでおり、どの年代の人もデジタル技術を利用で

きるようにならなければならないと思う。 
GIGA スクール構想では端末やネットワークに関心が集まってしまって

いるが、既に整備されている公民館などの Wi-Fi と併せた活用など整備後

の活用方法も重要になってくると思う。 
 公民館に設置した Wi-Fi はどのような利用をされているのか。 
  
公民館でのスマートフォン教室などで利用されている。ご指摘のとおり、

社会のデジタル化が進めば公民館などの Wi-Fi の役割は重要となってく

るので、活用を進めたい。 
   
  公民館のパソコンクラブの方からWi-Fi を付けてもらってありがたいと

いう話を聞いているので、既に活用されていると認識している。 
 
  公共施設の Wi-Fi は総合政策課で設置をしたもの。利用状況などを集計

しており、各公民館で日に 10 件程度接続されている状況。 
 
  Wi-Fi 環境を整えてもらえているからこそ、生涯学習や社会教育を

GIGA スクール構想と併せて考えていけると思うので、より活用していっ

てもらいたい。 
   
４ 意見交換 

 
ここからは意見交換ということで、私のほうで「食育の充実」「文化・

芸術の振興」「学校長との意見交換」「いじめ不登校対策」「グローバル人

材の育成」「次期教育大綱の策定」といったテーマを考えさせていただい

た。私としては、教育で大切なのは「人間力」を育てることだと考えてい

る。教育段階でさまざまな経験を積み社会人になったときに、通用するよ

うな人間力を養ってもらいたいと考えている。 
  短い時間ですが、みなさまのご意見を伺いたい。 
   

町長がテーマに挙げて頂いたものはどれも非常に大切だと思う。コロナ

禍において、どのように行っていくかが大きな課題。感染拡大防止のため
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にイベントを行わないということが一番の問題だと思う。この状況下でど

うやったらできるかを考えなければならない。開催することへの批判もあ

るかもしれないが、やらなければ何も進まないと思う。 
  また、次期教育大綱の策定については、防災教育を入れたほうがいいの

ではないか。昨年 10 月の台風 19 号の際の避難所開設は、上里町にとって

衝撃的なことだった。改めて住民側の防災意識の低さを感じた。私を含め

多くの人が自主避難の意味を理解できておらず、防災教育が重要だと感じ

た。教育大綱に防災教育を入れているところはないのかもしれないが、上

里町はあえて入れていくというのもいいのではないかと思う。 
  
  近隣市では、市の防災訓練を学校の校庭で実施する際に、生徒が見学を

するようにしている。消防団の訓練を見学してもらう等、上里町でも同様

のことが出来ると思っている。 
 
  子供たちも大事だが高齢者に対して防災意識を高める取り組みも重要

だと思うので、いろいろな場面での取り組みが大事だと思う。 
 
  イベントの実施についてもそうだが、やってみて学ぶことが多くあると

思う。経験があるかないかは大きく違う。実際にやることで見えてくるも

のがあると思う。出来ることから取り組んでいきたい。 
  修学旅行についても 12 月に実施するということで、新型コロナウイル

スの心配もあるが、最大限の感染防止対策を行うようお願いをした。 
   
  先ほどまでのお話を考えれば、コロナ禍での修学旅行というのは最大の

防災教育という考えもできるのではないか。「with コロナ」の時代に旅行

をしてみて、何に気を付ければよいのかを考え、実践することで、これか

らの時代を生きていく子供たちにとって大きな財産となると思う。 
 
  いじめ・不登校対策については、すべて学校の先生が受け止めて対応す

るのは難しいと思う。知り合いにも孫が学校に行けるようになったと泣い

て喜んでいる人がおり、上里町の教師は非常に一生懸命対応してもらって

いるが専門家の力も必要だと思う。学校だけで対応するには限界があると

思う。 
 

子供だけではなく家庭をどのように支援していくかということも考え

なくてはならないため、教育現場だけでなく関連する行政機関とも連携し
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て対応していくことが求められている。 
 
子どもにとっても教師以外の人がいることで相談がしやすいし、相談す

るだけでも気持ちが楽になると思う。 
 
学校教育指導室の職員がそういった立場で関わるようにはしているが、

専門のアドバイザーがいてくれるとよりよいと思う。 
 
上里の学校は本当に良いと思っている。学校の取組をもっと発信してい

くことが出来ればいいと思う。上里に住みたいと思う人が増えると思う

し、制度があっても使われないと意味がないと思う。上里町の学校で行っ

ている支援などを発信することでもいじめ・不登校事案が減らせると思

う。 
 
町の人でも知らない人が多いと思う。まずは町内への情報発信を強化し

てはどうかと思う。 
 
食育について、コロナの影響で行えていないが、阿久戸委員が言ってい

たようにどうやったらできるかを考えて行ってほしい。年 1 回ではなく季

節ごとに数回に分けて実施をしていく方がより子供たちの関心が高まる

と思う。 
 

勉強以外の行事で子どもたちに元気になってもらいたい。わんぱく合宿

も婦人団体に協力してもらい、手打ちうどんを作ったりしている。不登校

の子供たちにも違った学校外の舞台を作ってあげることも考えていきた

い。 
 昨年度ゲストティーチャーとして 6 年生の生徒と話をした際にも、「僕

はこんな夢を持っているんだけど両親にはできっこないといわれる」とい

う相談があった。「本当に自分がやりたいことであれば毎日でも両親に話

をしてみなさい。そうすれば両親も本気で考えてくれるようになるよ。」

と伝えた。 
 子どもたちの芽を育てる環境を作っていき、いじめや不登校をなくして

いければいいと思う。 
   

食育については、島﨑教育委員には上里の小麦を使ったピザ作りなどを

していただいている。相川教育委員には梨づくりで協力をいただいてい
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る。梨の収穫体験をしている学校は多くあるが、受粉・剪定など一通りの

作業を子供たちが体験している学校は県内でも長幡小学校だけではない

かと聞いている。 
  
  予定時間を過ぎているがせっかくの機会ですので、最後になにかござい

ましたらお願いします。 
 

 いじめ・不登校対策として町長が考えているフリースクールとはどんな

ものかお聞きしたい。 
 
  上里町にも社会で活躍されて定年退職した方が多くいるので、そういっ

た人と教室の枠から出たところでやり取りをする場を設けることで、子ど

もたちの関心を引き、不登校の解消に繋げられないかと考えている。 
 
４ その他 

なし 
 
５ 閉会   
  

 
署名欄 

町   長  

教育委員会 

教 育 長 
 

 

530


530



